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はほとんど明らかにされていなし '0 例えばこれら両疾患における末梢T 及びB リンパ球に関して現在
までにいくつかの報告がみられるが，尚一致した結論が得られていな Po~方K リンパ球は IgG の Fc
を介して標的細胞を破壊する細胞であり， Anti body-Dependent Ce l-Mediated Cytotoxic i ty{AD 
CC) をぷす。従ってその機能から考えて，自己抗体の存在する自己免疫性甲状腺疾患では‘組織障害
因子のひとつとして垂要ではないかと推定されている。そこで本研究ではパセドウ病及び橋本病にお
ける末梢T 司 B 及びK リンパ球を測定し司その他の臨床所見との関連を検討した。
〔方法ならび、に成績〕




機能低下症へと移行するか活動期N 橋本病である。 T ， B 及びK リンパ球の同定は、へパリン添加末
梢血から比垂遠沈法により分離した単核球分画またはリンパ球分画を用いてそれぞれ E ロゼット，
??
EAC ロゼット及び ADCC プラーク形成を指標にマイクロプレート法で行なった。単核球分画に混入
した単球はペルオキシダーゼ染色で同定し， リンパ球比率の補正を行なった。末梢リンパ球絶対数は
コールターカウンターによる白血球数とリンパ球百分率より算出した。




において T リンパ球百分率の有意の低値， B リンパ球百分率の有意の高値を認め‘またその絶対数に
関して， B リンパ球の著しい高値を認めた。一方甲状腺機能正常のパセドウ病(②‘④群)及び /f 安
定期H 橋本病 5 ⑤群)においては T 及びB リンパ球の百分率及び絶対数は健常人との聞に有意差を認
めなかった。
(3)甲状腺機能と T 及びB リンパ球との関係については，未治療バセドウ病(①群)において血中甲状











自己免疫性甲状腺疾患にむいて末梢 T ， B 及びK リンパ球を測定し司他の臨床所見との関連を検討
した。














パ球絶対数の増加及びK リンパ球の低下が認められること，活動期橋本病に和いて B リンパ球の増加
を中心とした末梢リンパ球絶対数の増加と K リンパ球の増加が認められること司さらに血中甲状腺ホ
ルモン値との聞に B リンパ球は正相関々係が， T リンパ球及びK リンパ球は逆相関々係が認められる
ことを明らかにした。これはパセドウ病と橋本病における機能尤進及び低下という機能異常発現にリ
ンパ球の異常が関与する可能性をノメした研究で価値ある論文と考えられる。
つ臼
